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このたび、6月21日付をもちまして、
代表取締役社長に就任いたしました。
今後とも、お客さまの忌憚の無いお声
を聞かせいただくこととともに、引き
続き一層のご愛顧賜わりますよう衷心
よりお願い申し上げます。

東芝エレベータ株式会社

代表取締役社長 秋
あ き ば

葉 慎
し ん い ち ろ う

一郎

東芝エレベータでは小さなお子さまにエレベーター・エスカレー
ターの正しい乗り方をお伝えするため、全国の保育園・幼稚園・
マンションの集会所などで「安全キャンペーン」を開催していま
す。夏休み期間中は特に重点的に実施いたしますので、ご要望
がございましたらお気軽にご相談下さい。

安全キャンペーンのお知らせ

フィールドサービス事業部　TEL: 03-5423-3378
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中国・上海市の市街を流れる蘇州河。
蘇州河は、太湖を源流とし、クラシカルな建物がデジタ
ルサイネージに彩られた超高層ビルと黄浦江を挟んで向
かい合う外灘で黄浦江と合流する。そして、その蘇州河と
からみ合って走るのが「スパイラルチューブ」だ。それは、
動く歩道、モノレール、人力交通機関を束ねた新しい交通
機関。電気の力できらめく新しい時代の竜が上海の街を
つなぐ。

03 -13 特集●交通と都市の未来形
 蘇州河スパイラル

 ハイ・ハピネスシティ上海
14-17 連載●新リニューアル探検隊が行く！
 マンション編

 Step3 工事準備と工事
18-19 連載●安全・安心を科学する
 トイレの安全・安心

 バリアフリーでいつまでも
 快適なトイレを
  20 連載●おもちゃの乗り物博物史

 回転ブランコ
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vol.27 2011
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

今号の東芝エレベータ広報誌「FUTURE DESIGN」Vol.27 へ
のご感想をお聞かせください。抽選で10名さまに「特選品」をお
送りします。今号の特選品は「七宝焼 小物入れ 5コセット」です。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2011年10月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

地球環境に配慮した植物油インキを使用しています。
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特集●交通と都市の未来形

3
層
構
造
の
チ
ュ
ー
ブ
が

人
を
動
か
し
、街
を
つ
な
ぐ
。

　

人
口
２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
メ

ガ
シ
テ
ィ
に
成
長
し
た
上
海
。

　

今
、
中
国
で
は
上
海
や
北
京
と
い

っ
た
経
済
発
展
著
し
い
大
都
市
ほ
ど

「
幸
福
度
」
が
低
い
と
い
う
調
査
結

果
が
出
て
い
る
。
幸
福
度
と
は
、
精

神
的
豊
か
さ
を
示
す
尺
度
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
：G

ross D
om
estic 

P
roduct

）」
な
ど
に
代
わ
る
豊
か
さ

の
指
標
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

上
海
な
ど
大
都
市
で
の
幸
福
度
が

低
い
背
景
に
は
、
高
騰
す
る
不
動
産

価
格
、
高
齢
化
問
題
、
脆
弱
な
社
会

保
障
に
よ
る
不
安
と
い
っ
た
問
題
が

あ
る
。

　

今
回
、
本
誌
で
は
日
中
両
国
の
建

築
家
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
上
海
を
リ
サ
ー
チ
し
、
未
来
の
上

海
に
と
っ
て
重
要
な
「
都
市
／
交
通

／
生
活
」
と
い
う
３
つ
の
要
素
を
抽

出
。
新
交
通
シ
ス
テ
ム
「
ス
パ
イ
ラ

ル
チ
ュ
ー
ブ
」
に
よ
り
都
市
と
移
動

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
暮
ら
し
や
す

い
街
へ
と
変
え
る
都
市
プ
ラ
ン
を
構

想
し
た
。

ハイ・ハピネスシティ上海とは

「都市／交通／生活」を満たす、幸福な街づくり。今回の
プロジェクトでは、景観や歴史的建造物、既存交通網な
どを活かしつつ、都市を分断する川の両岸をつなぎ、交
通や都市生活に関わる問題を解消しながら人々の動きや
街の営みを活性化させることを目指します。

City
都市

Life
生活

Transport
交通

SPIRAL TUBE
スパイラルチューブ

スパイラルチューブとは
母なる河、蘇州河。スパイラル
チューブは蛇行する流れにからむ
ように複数の交通手段を束ねて東
西に走る。かつて上海は西から東
に租界が延伸していた。この軸に
沿って走るスパイラルチューブな
らば、上海の多様な断面が見られ
るだろう。一方、河とチューブの
二重らせんは、その南北を縫い合
わせ、未来の上海に息吹を与える。



ナビゲーター：馬衛東氏

私と一緒に
見ていきましょう

1

4

2

わ
ず
か
１
５
０
年
で
驚
く
べ
き
発
展
を
遂
げ
た
上
海
。
そ
の
急
速
な
成
長
に
と
も
な
い
住
宅
問
題

や
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
い
っ
た
先
進
国
特
有
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

ハ
イ
・
ハ
ピ
ネ
ス
シ
テ
ィ
構
想
に
向
け
て
、
蘇
州
河
を
軸
に
上
海
の
過
去
と
現
在
を
見
て
み
よ
う
。

発
展
す
る
街
を
、さ
ら
に
幸
福
に
す
る

上
海
の
過
去
と
現
在

　上
海
環
球
金
融
中
心

地
上
4
9
2
m
、
1
0
1

階
建
て
の
超
高
層
ビ
ル
。

日
本
の
森
ビ
ル
の
事
業
に

よ
り
2
0
0
8
年
に
竣
工

し
た
。
陸
家
嘴
金
融
貿

易
区
の
新
し
い
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
。

　19
世
紀
、
浦
東
・
陸
家
嘴

か
ら
見
た
外
灘

　ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

上
海
・
浦
東
の
摩
天
楼

バ
ン
ド
か
ら
見
た
浦
東
新

区
・
陸
家
嘴
金
融
貿
易
区
。

2
つ
の
球
体
を
串
刺
し
に

し
た
よ
う
な
東
方
明
珠
電

視
塔
を
中
心
に
、
個
性
的

な
ビ
ル
が
並
ぶ
。

　外
灘
観
光
隧
道

黄
浦
江
の
地
下
を
横
断
し

外
灘
と
浦
東
新
区
を
つ

な
ぐ
、
歩
行
者
専
用
ト
ン

ネ
ル
。無
人
運
転
の
車
両

か
ら
、光
の
演
出
を
楽
し

め
る
。

　バ
ン
ド
（
外
灘
）

華
麗
な
様
式
建
築
が
並
ぶ

バ
ン
ド
。
近
年
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
さ
れ
た
建
物
も
多

く
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
な

ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　黄
浦
江
公
園

バ
ン
ド
の
最
北
端
、
黄
浦

江
と
蘇
州
河
の
合
流
地
点

に
あ
る
公
園
。
19
世
紀
の

租
界
に
生
ま
れ
、
か
つ
て

は
「
犬
と
中
国
人
は
入
る

べ
か
ら
ず
」
の
看
板
が
か

か
っ
て
い
た
西
洋
式
公
園
。
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加
速
度
都
市
・
上
海

二
千
万
都
市
が
で
き
る
ま
で

　

加
速
度
的
に
発
展
す
る
上
海
。

そ
の
象
徴
は
、
個
性
的
な
摩

天
楼
が
立
ち
並
ぶ
風
景
だ
ろ

う
。
超
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る

陸ル
ー
ジ
ア
ヂ
ュ
イ

家
嘴
金
融
貿
易
区
は
中
央

政
府
が
１
９
９
０
年
に
打
ち

出
し
た
浦
東
新
区
の
「
開
発
開

放
」
戦
略
に
よ
り
進
め
ら
れ
、

そ
の
20
年
後
に
開
催
さ
れ
た

上
海
万
博
は
、
大
盛
況
に
終

わ
っ
た
。
今
年
に
は
、
上
海

の
常
住
人
口
が
２
３
０
０
万

人
に
達
し
た
。
東
京
都
よ
り

１
０
０
０
万
人
多
い
数
字
だ
。

　

１
８
４
３
年
、
時
の
中
国

政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
結
ん

だ
南
京
条
約
に
基
づ
い
て
上

海
を
含
む
５
港
を
開
港
し
、
鎖

国
を
解
い
た
。
日
本
が
横
浜

な
ど
３
港
を
開
港
す
る
16
年

前
の
こ
と
だ
。
開
港
都
市
と

し
て
上
海
が
選
ば
れ
た
の
は
、

長
江
や
大
運
河
を
利
用
で
き

る
た
め
物
資
の
交
易
拠
点
と

し
や
す
く
、
か
つ
新
興
の
港

と
い
う
こ
と
か
ら
、
外
国
に

と
っ
て
思
う
が
ま
ま
に
貿
易

が
で
き
る
た
め
だ
。

　

黄こ

う

ほ

こ

う

浦
江
公
園
か
ら
南
、
黄

浦
江
沿
い
一
帯
を「
バ
ン
ド（
外

灘
）」と
呼
ぶ
。
バ
ン
ド
は
元
々

堤
防
を
指
す
言
葉
だ
っ
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
が
築
い
た
港
湾
居

留
地
を
指
す
言
葉
と
し
て
一

般
化
し
た
。
こ
の
一
角
の
華

麗
な
建
築
様
式
が
並
ぶ
擬
似

欧
米
的
な
シ
ル
エ
ッ
ト
は
「
偽

り
の
正
面
」
と
呼
ば
れ
た
。
19

世
紀
か
ら
建
設
が
は
じ
ま
り

１
９
３
０
年
代
に
完
成
し
た
こ

の
風
景
と
、
対
岸
に
見
え
る
21

世
紀
の
摩
天
楼
。
い
ず
れ
も
世

界
に
類
を
見
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
の
「
発
展
す
る
上
海
」

の
象
徴
な
の
だ
。

蘇
州
河
と
上
海

　

港
湾
都
市
と
し
て
発
展
し

た
上
海
に
と
っ
て
、
河
川
は
重

要
だ
。
か
つ
て
の
大
阪
が
そ

う
だ
っ
た
よ
う
に
、
主
要
交
通

が
車
や
電
車
に
な
る
ま
で
は
、

河
川
を
軸
に
無
数
の
小
運
河

が
網
の
目
状
に
広
が
っ
て
い

た
。
い
ま
上
海
で
最
も
存
在

感
の
あ
る
川
は
、
市
を
浦
西

と
浦
東
に
分
け
る
黄
浦
江
だ
。

し
か
し
17
世
紀
半
ば
ま
で
は

同
じ
く
太
湖
を
源
流
と
す
る

蘇
州
河
が
主
流
だ
っ
た
。

　

蘇
州
河
は
、
エ
リ
ア
に
よ
り

趣
が
異
な
っ
て
お
り
、
エ
リ

ア
ご
と
に
上
海
の
様
々
な
文

化
や
歴
史
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

河
口
の
南
側
は
近
代
化
の
中

心
と
な
っ
た
バ
ン
ド
。
北
側

は
か
つ
て
日
本
人
街
が
形
成

さ
れ
て
い
た
虹ホ

ン
キ
ュ
ウ口
地
区
が
広

が
る
。
そ
の
西
の
上
海
駅
を

含
む
閘チ

ャ
ペ
イ北
地
区
は
、
不
法
占

拠
か
ら
始
ま
っ
た
庶
民
的
な

街
だ
。

　

蘇
州
河
の
北
に
突
き
出
し

た
部
分
に
囲
ま
れ
る
普
陀
地

区
は
戦
前
の
工
業
地
帯
と
し

て
発
展
し
た
。
こ
の
工
業
化

04

黄浦江

提供：Virtual Shanghai



学生のころ、
蘇州河の水は
黒くて臭かった
んですよ

9 8

人口比較。上海市は東京都の2倍弱
（出典：東京都総務局統計部／上海市統計局、
2010年）

面積比較。上海市は東京都の約3倍
（出典：東京都総務局統計部／上海市統計局）

都心から空港までの距離の比較
（出典：『世界の都心総合力インデックス』
（財）森記念財団）

30階以上の超高層の比較
（出典：東京都総務局統計部／上海市住房保障和
房屋管理局、2008年）

 

　結
婚
写
真
撮
影
風
景

上
海
で
は
結
婚
前
に
本
格

的
な
記
念
写
真
を
撮
る
の

が
流
行
。
バ
ン
ド
は
人
気

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
。

 

　七
浦
路
服
装
市
場

上
海
有
数
の
服
飾
問
屋
街
。

か
つ
て
日
本
人
街
が
あ
っ

た
虹
口
地
区
と
下
町
で
あ

る
閘
北
地
区
の
間
に
あ
る
。

大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
個
人
商

店
や
屋
台
が
ひ
し
め
き
あ

う
、
ロ
ー
カ
ル
色
の
強
い

一
帯
だ
。

 

　再
開
発
と
古
い
建
物

蘇
州
河
沿
い
の
高
層
住
宅

群
に
混
じ
り
、
古
い
住
宅

街
や
工
場
群
が
壊
さ
れ
て

ゆ
く
。

 

　地
下
鉄

上
海
が
力
を
注
ぐ
公
共
交

通
、
地
下
鉄
。
駅
も
車
内

も
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

が
と
て
も
多
く
、
地
下
通

行
中
も
携
帯
電
話
が
つ
な

が
る
。

 

　1
9
3
0
年
代
、

蘇
州
河
沿
い
の
工
場
群

 

　荷
物
積
み
す
ぎ
の
バ
イ
ク

渋
滞
は
上
海
で
は
長
年
の

課
題
。
こ
の
た
め
上
海
で

は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

入
札
制
と
し
て
、
車
両
台

数
を
制
限
し
て
い
る
。
荒

っ
ぽ
い
運
転
や
過
剰
積
載

の
車
両
も
多
く
、
信
号
が

機
能
し
て
い
る
と
も
限
ら

な
い
。

12

9

11

11 10

12

都 市 比 較

人
口

面
積

空
港

超
高
層

が
蘇
州
河
の
性
格
を
大
き
く

変
え
た
。
大
量
の
生
活
排
水
・

工
場
排
水
が
蘇
州
河
に
流
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
汚
染
や

異
臭
が
問
題
視
さ
れ
は
じ
め

た
が
、
50
年
以
上
も
対
策
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

蘇
州
河
の
浄
化
計
画
が
具

体
化
し
た
の
は
１
９
８
６
年
。

そ
の
後
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
大
規
模
な
下
水

工
事
に
よ
り
、
水
質
は
改
善

し
、
護
岸
や
公
園
が
次
々
と

整
備
さ
れ
た
。
か
つ
て
の
工

業
地
帯
は
高
級
住
宅
街
へ
と

変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

蘇
州
河
の
抱
え
る
課
題

　

蘇
州
河
沿
い
で
最
近
注
目

の
ス
ポ
ッ
ト
は
、
古
い
産
業
施

設
を
活
用
し
た
文
化
施
設
だ
。

普
陀
地
区
に
あ
る
「
Ｍ
50
」
は
、

21
棟
も
の
紡
績
工
場
群
を
再

生
し
た
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

だ
。
こ
う
し
た
用
途
転
用
し
た

建
物
が
活
用
さ
れ
て
い
る
の

は
、
上
海
市
が
推
進
す
る
「
創

意
産
業
」、
つ
ま
り
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
産
業
を
支
援
す
る
戦

略
に
基
づ
く
施
設
が
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
施
設
を
取
り

囲
む
の
が
、
新
し
い
高
層
住

宅
群
だ
。
見
晴
ら
し
が
よ
く

親
水
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
環
境
は

人
気
が
あ
り
、
価
格
も
高
い
。

い
ず
れ
も
住
人
以
外
は
敷
地

に
入
れ
な
い
ゲ
ー
テ
ッ
ド
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
だ
。

　

近
年
、
上
海
の
住
宅
事
情
は

劇
的
に
変
化
し
た
。
こ
こ
20
年

で
新
築
さ
れ
た
上
海
市
内
の

住
宅
の
床
面
積
は
1
6
0
0
万

㎡
。
一
方
で〝
里リ
ー
ロ
ン弄

〞
に
代
表

さ
れ
る
伝
統
的
な
住
ま
い
は

急
速
に
消
滅
し
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
化
も
進
行
し
て
い

る
。
上
海
で
60
歳
以
上
が
占

め
る
割
合
は
２
０
０
９
年
末

の
時
点
で
22.
5
％
。
中
国
全

体
で
の
数
字
の
お
よ
そ
倍
だ
。

一
人
っ
子
政
策
の
影
響
も
考
慮

す
る
と
、
今
後
は
さ
ら
に
増

え
る
だ
ろ
う
。

　

蘇
州
河
沿
い
の
住
宅
街
で

は
、
高
齢
の
夫
婦
が
小
さ
な

子
ど
も
を
連
れ
て
散
歩
を
す

る
風
景
を
し
ば
し
ば
見
か
け

た
。
上
海
在
住
の
建
築
家
、
馬

衛
東
氏
に
よ
れ
ば
上
海
で
は

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
外
に
出
る
こ
と

は
な
く
、
治
安
が
よ
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
通
学
の
際
も
親
や

祖
父
母
が
送
り
迎
え
を
す
る

の
だ
と
い
う
。「
上
海
に
限
ら

ず
中
国
全
体
に
も
言
え
ま
す

が
、
他
人
を
信
用
し
な
い
社

会
構
造
へ
と
変
わ
り
、
日
常

生
活
で
も
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
し
か
信
用
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
馬
氏
は
言
う
。

　

川
に
分
断
さ
れ
、
個
別
化

し
た
街
。
次
ペ
ー
ジ
以
降
で

は
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
都
市

交
通
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る
。
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上海では、
高齢化は
重要な課題です



３
種
類
の
交
通
機
関
を

透
明
チ
ュ
ー
ブ
で
包
む

　

ス
パ
イ
ラ
ル
チ
ュ
ー
ブ
の
標
準

断
面
は
、
長
径
13
・
5
m
×
短
径

9
m
。
そ
こ
に「
動
く
歩
道
」や「
懸

垂
型
モ
ノ
レ
ー
ル
」、「
人
力
モ
ノ

レ
ー
ル
」
が
お
さ
ま
る
。

　

ス
パ
イ
ラ
ル
チ
ュ
ー
ブ
は
１
本

の
Y
字
型
橋
脚
か
2
本
の
門
型
橋

脚
で
支
え
、
蘇
州
河
や
既
存
建
築

に
寄
り
添
い
な
が
ら
都
市
を
縫
っ

て
走
る
。
蘇
州
河
の
地
下
を
く
ぐ

る
こ
と
も
あ
る
。
水
平
・
垂
直
方

向
に
細
や
か
に
動
く
乗
り
物
に
よ

り
都
市
を
よ
り
大
胆
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
動
き
を
さ
ら
に
拡
張
す
る

の
が
、「
大
地
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」

だ
。
ボ
ー
ル
ね
じ
式
で
複
数
の
ジ

ャ
ッ
キ
が
、
大
地
を
空
中
と
地
上

で
行
き
来
さ
せ
る
。

「
蘇
州
河
ス
パ
イ
ラ
ル
」
と
風
水

　

ス
パ
イ
ラ
ル
チ
ュ
ー
ブ
は
中
国

で
吉
兆
と
さ
れ
る
竜
に
よ
く
似
た

形
を
し
て
い
る
。
風
水
で
い
え
ば
、

蘇
州
河
は
土
行
、
す
な
わ
ち
黄
竜

に
あ
た
る
。
ス
パ
イ
ラ
ル
チ
ュ
ー

ブ
を
竜
に
見
立
て
、
そ
の
中
を
交

通
機
関
や
人
が
移
動
す
る
こ
と
で

気
を
循
環
さ
せ
「
竜
脈
」
を
回
復

さ
せ
る
。
ま
た
、
蘇
州
河
と
チ
ュ

ー
ブ
と
い
う
2
匹
の
竜
で
囲
ま
れ

た
場
所
が
「
竜
穴
」
と
な
る
。

10

上
海
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
楽
し
む
た
め
の
、
ド
ラ
ゴ
ン
の
よ
う
に
う
ね
る
ス
パ
イ
ラ
ル
チ
ュ
ー
ブ
。「
蘇
州
河
ス
パ
イ
ラ
ル
」
に
登
場

す
る
乗
り
物
に
使
わ
れ
る
技
術
や
背
景
を
紹
介
し
よ
う
。
一
見
夢
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
す
で
に
実
現
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

２
種
の
動
力
で
動
く
モ
ノ
レ
ー
ル
と
大
地
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
支
え
る
仕
組
み

懸垂型
モノレール

人力モノレール

２つの細いスパイラル
=設備

２つの太いスパイラル
=構造

有機ELディスプレイ

動く歩道／
歩行者道路

動く歩道／
歩行者道路

懸垂型
モノレール

人力モノレール

細いスパイラル

有機ELディスプレイ

太いスパイラル

スパイラルチューブ
標準断面図

9000

13
50
0

スパイラルチューブの構造
有機 ELディスプレイを両面に備えた透明なチューブを、4本のスパイラルが包み込んでいる。電気や水道、空調および下水などは
上部にある2本の細いスパイラルに収納されている。また、構造として互いに逆方向にからむ2本の太いスパイラルがチューブを
支える。

玄武
北・冬・黒

白虎
西・秋・白

青竜
東・春・青

黄竜
中心・土用・黄

朱雀
南・夏・赤

水

金 木土

火

大地のエレベーター （→P.09 図6参照）
複数のジャッキがエレベーターを上下させる。地上にあるときは、地面と一体化した庭園となる。
上昇したときは、スパイラルチューブと同じ高さとなりスパイラルチューブのホームからそのまま移動できる。

竜のようにうねるチューブの風水的解釈を示した図
「蘇州河スパイラル」により「竜脈」を回復させる。蘇州河とスパイラルチューブで囲まれた場所が「竜穴」として周囲に気を放つ。

Down=Ground Level Middle=On going Up=Deck /Tube Level



◎
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

C
G
作
成

松
田 

達

1
9
7
5
年
石
川
県
生
ま
れ
。

建
築
家
。
東
京
大
学
工
学

部
都
市
工
学
科
卒
業
、
同

大
学
院
建
築
学
専
攻
修
了
。

京
都
造
形
芸
術
大
学
、
宮

城
大
学
な
ど
で
非
常
勤
講

師
を
務
め
る
。
建
築
系
ラ

ジ
オ
共
同
主
宰
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

◎
文平

塚 

桂

１
９
７
４
年
生
ま
れ
。
ラ
イ

タ
ー
。
京
都
大
学
大
学
院

修
了
。
２
０
０
０
年
、
た
か

ぎ
み
江
と
共
に
ぽ
む
企
画

を
設
立
。
雑
誌
な
ど
に
建

築
関
連
記
事
を
執
筆
。

◎
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

馬 

衛
東

1
9
6
7
年
生
ま
れ
。
建

築
家
・
建
築
評
論
家
。
中

国
同
済
大
学
建
築
学
科
卒
、

東
京
大
学
大
学
院
修
士
博

士
課
程
修
了
。
2
0
0
4

年
中
国
に
て
文
築
国
際
を

設
立
、
主
に
建
築
系
雑
誌

の
出
版
や
建
築
設
計
な
ど

を
手
掛
け
て
い
る
。

H-bahn

都
市
を
縫
う
、
新
し
い
モ
ノ
レ
ー
ル

世界では、夢のような交通システムや技術が街の風景
を変えつつある。ここでは、役割を終えた川や産業遺
産を活用する都市プロジェクトを紹介しよう。

渋谷川（東京都）

中川運河キャナルアート（愛知県）

アルバート・ドック（イギリス）

街を変える
世界の新交通や新技術

街
を
流
れ
る
川
を
見
直
す

　

都
心
部
の
河
川
の
再
生
は
、
世

界
的
に
大
き
な
課
題
。
日
本
で
も

河
川
景
観
や
清
流
の
復
活
に
向
け

た
、
興
味
深
い
取
り
組
み
が
あ

る
。
た
と
え
ば
渋
谷
川
は
、
J
R

渋
谷
駅
前
の
宮
益
橋
か
ら
東
京
湾

に
か
け
て
流
れ
る
河
川
だ
。
東
京

都
港
区
の
天
現
寺
橋
を
境
に
古
川

と
名
を
変
え
て
約
7
㎞
を
流
れ
る
。

か
つ
て
は
浮
世
絵
に
描
か
れ
童

謡
「
春
の
小
川
」
に
謳
わ
れ
た
が
、

近
代
以
降
の
都
市
化
に
と
も
な
い

生
活
排
水
・
工
場
排
水
で
汚
染
さ

れ
た
。
宮
益
橋
よ
り
上
流
や
支
川

部
は
1
9
6
0
年
代
に
暗
渠
化
さ

れ
、
下
水
道
幹
線
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
都
主
導
の
清
流
復
活
事
業
に

よ
り
1
9
9
5
年
以
降
、
新
並
木

橋
よ
り
下
流
に
は
下
水
を
高
度
処

理
し
た
再
生
水
を
流
し
て
い
る
。

　

中
川
運
河
は
昭
和
初
期
に
整
備

さ
れ
た
運
河
。
名
古
屋
市
中
心

部
と
名
古
屋
港
を
結
ぶ
主
要
な

物
流
幹
線
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
道
路
網
の
充
実
や
貨

物
の
コ
ン
テ
ナ
化
な
ど
に
よ
り
輸

送
形
態
が
変
化
し
、
利
用
率
が
低

下
。
護
岸
や
物
流
施
設
も
老
朽

化
し
、
再
整
備
の
時
を
迎
え
て

い
る
。
1
9
9
3
年
の
中
川
運
河

整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
新
た
に

緑
地
や
遊
歩
道
を
建
設
。
さ
ら
に

2
0
1
0
年
に
は
上
流
に
あ
る
倉

庫
を
拠
点
に
「
中
川
運
河
キ
ャ
ナ

ル
ア
ー
ト
」
を
開
催
。
運
河
の
価

値
を
再
発
見
し
、
活
性
化
さ
せ
る

契
機
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
海
外
の
事
例
を
ひ
と

つ
。
イ
ギ
リ
ス
・
リ
バ
プ
ー
ル
の

ア
ル
バ
ー
ト
・
ド
ッ
ク
は
、
世
界

遺
産
に
も
な
っ
て
い
る
1
8
4
6

年
築
の
巨
大
倉
庫
を
活
用
し
た
施

設
。
複
数
の
美
術
館
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
備
え
、
リ
バ

プ
ー
ル
に
お
け
る
最
大
の
観
光
名

所
だ
。

　
「
蘇
州
河
ス
パ
イ
ラ
ル
」
に
て

登
場
す
る
〝
ス
パ
イ
ラ
ル
チ
ュ
ー

ブ
〞
で
は
、
透
明
の
有
機
E
L
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
っ
て
広
告
な
ど

を
流
す
。
有
機
E
L
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
と
は
有
機
物
質
に
電
圧
を
か
け

る
と
発
光
す
る
現
象
を
生
か
し
た

も
の
。
薄
型
で
高
精
細
、
低
消
費

電
力
と
い
っ
た
特
色
が
あ
り
、
携

帯
電
話
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
か

ら
実
用
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
透

明
化
や
曲
面
加
工
の
技
術
開
発
も

進
ん
で
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ

ー
ジ
（
電
子
看
板
）
と
し
て
街
中

や
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
で
の
活
用

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

有
機
E
L
が

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

変
え
る

　
ｓ
ｈ
ｗ
ｅ
ｅ
ｂ
（
シ
ュ
ウ
ィ
ー
ブ
）

は
人
力
モ
ノ
レ
ー
ル
。
チ
ュ
ー
ブ

状
の
容
器
に
自
転
車
を
お
さ
め
た

よ
う
な
ユ
ニ
ッ
ト
が
レ
ー
ル
か
ら

ぶ
ら
下
が
り
、
内
部
で
人
が
ペ
ダ

ル
を
漕
ぐ
と
移
動
す
る
。
発
明
者

の
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
か
つ

て
東
京
に
住
ん
で
お
り
、
当
時
の

都
心
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
経
験
や

混
雑
し
な
が
ら
も
正
確
な
電
車
、

カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
な
ど
か
ら
着
想

し
た
と
い
う
。
現
物
は
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
ス
ポ
ー
ツ
系
レ
ジ
ャ

ー
施
設
ア
グ
ロ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
に

置
か
れ
て
お
り
最
大
時
速
45
㎞
に

も
な
る
。
さ
ら
に
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

社
か
ら
研
究
開
発
の
た
め
に

１
０
０
万
ド
ル
の
出
資
を
受
け
て

お
り
実
用
化
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｈ
ー
ｂ
ａ
ｈ
ｎ
は
ド
イ
ツ
の
ド

ル
ト
ム
ン
ト
で
実
用
化
さ
れ
て
い

る
懸
垂
型
モ
ノ
レ
ー
ル
。
自
動
運

転
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
お
り
、
無

人
で
運
行
す
る
。
最
高
速
度
は
時

速
50
㎞
。
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
使

っ
た
も
の
に
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
の
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
が
あ
る
。
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12

市
民
の
意
見
を
都
市
計
画
に

　

上
海
は
急
速
に
発
展
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
健
全
で
調
和
の
あ

る
、
よ
り
魅
力
的
な
都
市
に
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
、
上
海
市
の
常
住
人
口
は

２
３
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

中
心
部
の
人
口
密
度
は
世
界
一
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
す
か
ら
、
交
通
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
リ
ソ
ー
ス
が
足
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、
差
し
迫

っ
た
懸
案
事
項
の
ひ
と
つ
に
電
力
供

給
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
夏
、
ピ
ー
ク

電
力
は
史
上
最
高
に
な
る
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
停
電
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
す
。
上
海
は
常
に
発
展
し
て
い

る
様
子
が
魅
力
的
だ
と
言
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
方
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
す

が
、
そ
の
方
々
に
と
っ
て
安
全
で
使

い
や
す
い
都
市
環
境
を
提
供
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
常
に

急
速
な
発
展
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題

や
矛
盾
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
交
通
は
大
き
な
課
題

で
す
。
上
海
で
は
、
公
共
交
通
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

地
下
鉄
を
軸
に
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

が
補
足
的
な
役
割
を
担
う
形
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
地
下
鉄
に
つ
い

て
は
、
日
本
、
特
に
東
京
の
も
の

を
参
考
に
、
こ
の
20
年
間
で
力
を

入
れ
て
整
備
し
ま
し
た
。
昨
年
の

上
海
万
博
の
時
点
で
、
総
延
長

４
３
０
㎞
を
達
成
し
、
２
０
１
５

年
に
は
５
６
０
㎞
、
２
０
２
０
年

に
は
９
０
０
㎞
に
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
一
方
で
自
家
用
車
の
数
を
抑

制
す
る
た
め
に
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
を
入
札
制
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
海
市
の
都
市
計
画
に

は
、
政
治
家
や
行
政
な
ど
専
門
家

だ
け
の
意
見
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
の
意
見
も
反
映
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
上
海
都
市
計
画
展
示

館
は
、
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
以
上
に
、

都
市
計
画
に
対
す
る
市
民
の
意
見

を
募
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

市
民
に
上
海
の
過
去
と
現
在
を
知

っ
て
も
ら
い
、
今
後
の
都
市
計
画

に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
場
所

な
の
で
す
。

YU Sijia●1968年 9月生まれ。中国都
市計画協会副会長、上海都市計画学会副
理事長で、現在上海市計画と国土資源管
理局総エンジニア、上海都市計画学会副
理事長を務める。

上海の都市計画を担う兪斯佳氏、垂直交通を研究する朱昌明氏、
上海在住の知識人・朱実氏と于強氏。「都市」「交通」「生活」それぞれの視点から、
現在の上海の状況と、今回のプロジェクトの可能性や課題について聞いた。

上海、そして蘇州河と暮らす。
上海人に聞く

ZHU Changming ●中国におけるエレ
ベーター技術の第一人者。国家特殊設備安
全技術委員会エレベーター分会主任、国家
エレベーター標準化委員会委員、上海市エ
レベーター協会副理事長などを務める。

上
海
は
世
界
で
一
番

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
街

　

中
国
で
は
、
経
済
成
長
に
と
も
な

う
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
役

割
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
、
20
〜

30
年
前
ま
で
は
珍
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
は
生
活
の
一
部
で
す
。

　

昨
年
の
調
査
に
よ
る
と
上
海
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
有
台
数
は
世
界

一
で
、
13
・
3
万
台
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
中
国
全
土
で
使
用
さ

れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
計
32
万
台
。

世
界
の
生
産
量
の
半
分
以
上
で
す
。

こ
の
数
字
は
今
後
５
年
、
毎
年
10

〜
20
％
成
長
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
大
の
要
因
は
経
済
成

長
で
す
が
、
上
海
の
場
合
、
他
に

理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
土
地
の
高
度
利
用
で

す
。
高
層
建
築
が
メ
イ
ン
に
な
れ

ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
使
用
量
が
増
え
る
で
し
ょ

う
。
統
計
に
よ
る
と
超
高
層
ビ
ル
の

数
は
計
３
０
０
以
上
あ
り
ま
す
。

　

次
に
「
経
済
適
応
住
宅
」計
画
が

あ
り
ま
す
。上
海
で
は
こ
こ
６
年
間

で
毎
年
60
万
人
ず
つ
人
口
が
増
え

て
い
ま
す
。し
か
し
、総
人
口
の
約

３
分
の
１
は
狭
く
て
質
の
低
い
住

宅
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
調
査

結
果
が
あ
り
ま
す
。こ
の
計
画
は
グ

レ
ー
ド
は
そ
こ
そ
こ
で
も
、安
全
で

低
価
格
の
住
宅
を
大
量
に
供
給
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。建
設
コ
ス

ト
や
土
地
有
効
利
用
を
考
え
る
と
、

上
海
は
10
〜
15
階
建
て
の
建
物
が

都
合
が
よ
く
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
需

要
は
非
常
に
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
高
齢
化
対
策
が
あ
り

ま
す
。
上
海
で
は
１
９
８
０
年
代
に

集
合
住
宅
を
大
量
に
建
設
し
ま
し
た
。

当
時
の
も
の
は
基
本
的
に
５
〜
６
階

建
て
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
せ
ん
。
住
人
の
高
齢
化
が
進
み
、

そ
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
上
海
市
政
府
が
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
増
設
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
と
防
災
に
備
え
る

　

上
海
で
は
、
高
齢
化
は
大
き
な

都市の視点から

交通の視点から

幸福に暮らすための
魅力的な街づくり

世界で一番
エレベーターがある

街の未来

兪斯佳氏
上海市規制和国土資源管理局

総工程師

朱昌明氏
上海交通大学　機械与動力工程学院

教授
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　「上海は昔のような人情味
がなくなった」と語る朱実氏。
現在、静安区の高層マンショ
ンに暮らす朱実氏は、「呼吸
をするように日本語を話す」
と評されたほど流暢な日本語
でこう語る。
　「昔は困っている人を互い
に援助するのが普通でしたが、
今はそういうことがありませ
ん。よくなったのは、交通機
関が便利になったこと。地下
鉄はとてもいいものです」
　そして小説家で日中交流に
深い関わりを持つ于強氏は、
現在北バンドと呼ばれる黄浦
江沿いのエリアに暮らしてい
る。川を愛すると話す于強氏
は、上海における川の意味を
こう語る。
　「私にとっての川は、文化
と歴史を流れの中に飲み込む
もの。上海の発展をゆったり
と見守ってくれる存在です。
中国では川と一言でいっても、
江と河と、それぞれ違う意味
を持ち、いずれも重要な存在
です。上海を代表する２つの
川、黄浦江と蘇州河は、もっ
と市民に開放され、親しまれ
ないといけません」

上海に暮らす人々は、現在の街
をどう捉えているのだろうか。
上海在住の国際派知識人2人
に、率直な思いを伺った。

于強氏

朱実氏

都
市
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る

　
「
ハ
イ
・
ハ
ピ
ネ
ス
シ
テ
ィ
上
海
」

構
想
で
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ア
イ
デ
ア
は
と
て
も
面
白
い

で
す
ね
。
蘇
州
河
周
辺
の
エ
リ
ア

が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
す
。我
々

の
リ
サ
ー
チ
で
は
、
蘇
州
河
は
交

通
基
盤
と
し
て
の
期
待
は
そ
れ
ほ

ど
高
く
な
く
、
念
頭
に
あ
る
の
は

観
光
用
の
水
上
バ
ス
く
ら
い
で
す

が
、
こ
の
提
案
に
は
、
新
し
い
交

通
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
既
存
の

交
通
網
と
つ
な
が
れ
ば
、
さ
ら
に

可
能
性
が
広
が
り
ま
す
ね
。
ま
た
、

チ
ュ
ー
ブ
自
体
が
ひ
と
つ
の
景
観

を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
既
存
の
建
物
と
も
う
ま
く
調

和
す
る
と
一
層
い
い
で
し
ょ
う
。

　

蘇
州
河
の
開
発
で
は
１
９
９
０

年
代
前
半
に
最
初
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
後
詳
細

な
案
を
詰
め
な
が
ら
、
進
行
し
て

い
ま
す
。

　

蘇
州
河
の
都
市
計
画
に
は
、
大

原
則
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ

は
高
さ
制
限
で
す
。
河
に
近
づ
く

ほ
ど
建
物
の
最
大
高
さ
が
低
く
な

り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
河
と
建

物
の
間
に
公
共
空
間
を
確
保
す
る

こ
と
で
す
。
黄
浦
江
か
ら
中
山
路

に
か
け
て
、
蘇
州
河
沿
い
の
一
帯

は
、
90
％
く
ら
い
が
公
共
空
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

蘇
州
河
の
再
開
発
で
生
ま
れ
た

建
物
は
こ
れ
ま
で
住
宅
が
中
心
で

し
た
。
今
後
は
公
共
性
が
高
い
、

文
化
や
商
業
、
レ
ジ
ャ
ー
や
デ
ザ

イ
ン
、
ア
ー
ト
に
関
連
す
る
施
設

を
重
視
し
ま
す
。
蘇
州
河
と
そ
の

沿
岸
は
上
海
の
近
代
工
業
の
発
展

を
支
え
た
重
要
な
場
所
で
す
。
上

海
で
は
、
保
存
す
る
価
値
が
あ
る

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
一
千
棟
以

上
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す

が
、
蘇
州
河
で
も
工
場
や
歴
史
的

建
造
物
を
保
存
し
な
が
ら
、
そ
の

魅
力
を
高
め
て
い
く
方
針
で
す
。

課
題
で
す
。
60
歳
以
上
の
人
口
は
、

22
・
５
％
を
超
え
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
よ
り
も
高
い
高
齢
化
率
で
す
。

し
か
し
、
多
く
の
上
海
市
民
は
年

を
取
っ
て
も
自
宅
で
暮
ら
し
た
い

し
、
親
が
老
人
ホ
ー
ム
に
入
る
の

は
親
孝
行
し
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
。
昨
年

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
90
％
以
上
の

お
年
寄
り
が
自
宅
に
暮
ら
し
続
け

た
い
と
考
え
て
い
る
、
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

　

上
海
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の
今
後
の

課
題
は
４
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「
安
全
性
」「
省
エ
ネ
」「
環
境

配
慮
」「
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
で
す
。

特
に
重
要
な
の
は
「
安
全
性
」
で
す
。

　

中
国
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

関
す
る
耐
震
性
能
の
基
準
や
地
震

警
報
装
置
の
設
置
義
務
が
な
い
の

で
、
関
係
各
所
に
設
置
を
働
き
か

け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
耐
震
性
と

同
じ
よ
う
に
重
要
な
の
が
火
災

へ
の
対
応
で
す
。
20
階
以
上
の
高

層
ビ
ル
の
火
災
で
は
外
部
か
ら
の

消
火
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
静
安
区
で
大
き
な
火
災
が
あ
り
、

50
人
を
超
え
る
死
者
が
出
ま
し
た
。

火
災
発
生
直
後
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
動
い
て
い
た
の
で
す
が
20
分
後

に
使
え
な
く
な
り
、
大
惨
事
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
で
の
、
高
層
ビ

ル
の
火
災
対
応
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
学
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
の
四
川
大
地
震
で

は
、
日
本
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
技

術
力
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
耐
震
技
術
が

反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
は
都
市
の
重
要
な
交
通
手
段

で
す
。「
ハ
イ
・
ハ
ピ
ネ
ス
シ
テ
ィ

上
海
」
構
想
は
と
て
も
大
胆
な
提

案
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
大
活
躍

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
竜
を
思
わ

せ
る
形
。
こ
れ
が
い
い
で
す
。
竜
は
、

中
国
で
は
、
と
て
も
縁
起
が
い
い

も
の
な
ん
で
す
よ
。
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1926年生まれ。翻
訳家。周恩来元首相
の通訳として日中国
交回復に尽力するな
ど、中国と日本の文
化交流に活躍。

1945年生まれ。中
国の小説家。日中交
流を題材とした作品
が多く、小説『異国未
了情』などは日中両
国で刊行されている。

生活の視点から

生活者の視点から
見た、上海とは？
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赤羽シティハイツ（竣工1982年）

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

休止期間の告知は
徹底しました。

騒
音
の
出
る
工
事
の
期
間
を
掲
示

　

赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
に
は
内
階
段
と

外
階
段
が
あ
る
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
に
先
立
っ
て
、
内
階
段
に
手
す
り
を

設
置
し
た
。
工
事
は
２
月
１
日
か
ら
28

日
ま
で
な
の
で
雪
が
降
っ
て
、
足
元
が

悪
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
が
工
事
に
際

し
て
最
も
気
に
か
け
て
い
た
の
が
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
期
間
中
の
対
策
と
、
工

事
の
騒
音
だ
っ
た
。
停
止
期
間
中
の
対

策
は
住
人
そ
れ
ぞ
れ
に
任
せ
よ
う
と
決

め
、
何
度
も
お
知
ら
せ
を
配
布
し
、
促
し

た
こ
と
は
前
回
述
べ
た
。
騒
音
に
つ
い

て
も
管
理
組
合
の
理
事
会
で
話
し
合
い
、

　
「
騒
音
が
出
る
工
事
が
い
つ
、
何
時
か

ら
何
時
ま
で
な
の
か
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

に
一
覧
表
を
出
し
て
も
ら
い
掲
示
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
」
と
管
理
組
合
理

事
長
の
工
藤
圓
枝
氏
は
語
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

停
止
期
間
と
騒
音
工
事
が

一
目
で
わ
か
る
工
程
表

　
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
前
に
お
客
さ

ま
に
確
認
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
基

本
的
に
は
工
期
、
特
に
エ
レ
ベ
ー
タ
の

停
止
期
間
、
作
業
区
画
、
資
材
の
搬
入

計
画
、
騒
音
、
に
お
い
、
ホ
コ
リ
な
ど

で
す
。
今
回
も
管
理
組
合
の
理
事
会
で

ご
説
明
し
ま
し
た
」
と
、
今
回
の
工
事

を
担
当
し
た
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
東
京
支

社
建
設
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
技
術
第

一
グ
ル
ー
プ
の
西
元
芳
明
は
語
る
。

　

西
元
は
工
事
の
手
順
や
期
間
を
詳
細

に
ま
と
め
た
工
程
表
を
管
理
組
合
に
提

出
し
て
い
た
が
、
理
事
会
の
要
請
を
受

け
て
、
停
止
期
間
と
騒
音
の
出
る
工
事

だ
け
を
色
分
け
し
て
、
わ
か
り
や
す
く

し
た
工
程
表
も
作
り
、
玄
関
横
の
掲
示

板
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
近
く
に
張
り
出
す

こ
と
に
し
た
。

管理組合理事長
工藤 圓枝 氏

管理員
片倉 隆志 氏

東芝エレベータ
東京支社

リニューアル営業
第一部 販売主任
清水 利晃

工程表を
事前にお出しします

introduction
イントロ
ダクション

工
事
準
備
と
工
事

今
回
は
、
ス
テ
ッ
プ
３
「
工
事
準
備
と
工
事
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

東
京
に
あ
る
赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
に
際
し
て
、
管
理
組
合
の
み
な
さ
ん
は
住
人
の
生
活
と
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

隊員

松田雄二さん
東京理科大学

理工学部建築学科助教
助手

エレべっち
東芝エレベータの
キャラクター

隊員

関 栄二さん
明海大学

不動産学部講師

東芝エレベータ
東京支社 建設部
リニューアル工事
技術第一グループ
西元 芳明

つ
い
に

工
事
開
始
だ
ね
!
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次は、めったに見られない
エレベーター工事を
写真で紹介するよ！

騒
音
の
出
る
工
事
の
期
間
を
掲
示

　

赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
に
は
内
階
段
と

外
階
段
が
あ
る
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
に
先
立
っ
て
、
内
階
段
に
手
す
り
を

設
置
し
た
。
工
事
は
２
月
１
日
か
ら
28

日
ま
で
な
の
で
雪
が
降
っ
て
、
足
元
が

悪
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
が
工
事
に
際

し
て
最
も
気
に
か
け
て
い
た
の
が
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
期
間
中
の
対
策
と
、
工

事
の
騒
音
だ
っ
た
。
停
止
期
間
中
の
対

策
は
住
人
そ
れ
ぞ
れ
に
任
せ
よ
う
と
決

め
、
何
度
も
お
知
ら
せ
を
配
布
し
、
促
し

た
こ
と
は
前
回
述
べ
た
。
騒
音
に
つ
い

て
も
管
理
組
合
の
理
事
会
で
話
し
合
い
、

　
「
騒
音
が
出
る
工
事
が
い
つ
、
何
時
か

ら
何
時
ま
で
な
の
か
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

に
一
覧
表
を
出
し
て
も
ら
い
掲
示
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
」
と
管
理
組
合
理

事
長
の
工
藤
圓
枝
氏
は
語
る
。

停
止
期
間
と
騒
音
工
事
が

一
目
で
わ
か
る
工
程
表

　
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
前
に
お
客
さ

ま
に
確
認
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
基

本
的
に
は
工
期
、
特
に
エ
レ
ベ
ー
タ
の

停
止
期
間
、
作
業
区
画
、
資
材
の
搬
入

計
画
、
騒
音
、
に
お
い
、
ホ
コ
リ
な
ど

で
す
。
今
回
も
管
理
組
合
の
理
事
会
で

ご
説
明
し
ま
し
た
」
と
、
今
回
の
工
事

を
担
当
し
た
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
東
京
支

社
建
設
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
技
術
第

一
グ
ル
ー
プ
の
西
元
芳
明
は
語
る
。

　

西
元
は
工
事
の
手
順
や
期
間
を
詳
細

に
ま
と
め
た
工
程
表
を
管
理
組
合
に
提

出
し
て
い
た
が
、
理
事
会
の
要
請
を
受

け
て
、
停
止
期
間
と
騒
音
の
出
る
工
事

だ
け
を
色
分
け
し
て
、
わ
か
り
や
す
く

し
た
工
程
表
も
作
り
、
玄
関
横
の
掲
示

板
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
近
く
に
張
り
出
す

こ
と
に
し
た
。

ク
レ
ー
ム
ひ
と
つ
な
く

工
事
が
完
了

　

騒
音
や
資
材
の
搬
入
で
近
隣
に
も

迷
惑
が
か
か
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

近
隣
住
人
に
あ
い
さ
つ
に
回
っ
た
。

　

管
理
員
の
片
倉
隆
志
氏
は
工
事
中
に

高
齢
者
や
重
そ
う
な
荷
物
を
持
っ
て
い

る
マ
ン
シ
ョ
ン
住
人
を
見
る
と
、
積
極

的
に
声
を
か
け
、
荷
物
を
代
わ
り
に
持

つ
な
ど
こ
ま
め
に
対
応
し
た
。

　
「
周
知
が
徹
底
し
て
い
た
せ
い
か
、
工

事
中
は
ク
レ
ー
ム
ひ
と
つ
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
介
護
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
な
住
人
は
５
人
い
た
の
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
に
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
依
頼
し
て
く
れ
た
の
で
、
問
題
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
騒
音
も
全
く
気
に

な
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
作
業
員
の
方

の
て
い
ね
い
な
振
る
舞
い
や
あ
い
さ
つ

の
評
判
が
よ
か
っ
た
で
す
よ
」
と
片
倉
氏
。

　

事
前
準
備
と
周
知
徹
底
が
功
を
奏
し

た
よ
う
だ
。

ガ
ー
ド
マ
ン
を
用
意
し
て

住
人
の
安
全
を
図
る

　

今
回
は
塗
料
な
ど
に
お
い
の
出
る
工

事
は
な
か
っ
た
が
、「
音
や
に
お
い
に
敏

感
な
お
客
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
」
と
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
営
業
第
一
部
販
売
主
任
の
清
水
利

晃
は
言
う
。

　

資
材
搬
入
も
住
人
へ
気
を
遣
う
作
業

だ
。
今
回
、
搬
入
の
た
め
の
道
路
が
狭

か
っ
た
の
で
、
通
常
よ
り
小
型
の
２
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
を
数
台
使
っ
て
資
材
を
運

び
込
ん
だ
。

　
「
お
客
さ
ま
の
安
全
を
図
る
た
め
に
警

備
員
を
配
備
し
、
誘
導
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
」
と
西
元
。
作
業
区
画
は
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
で
仕
切
り
、
安
全
面
に
は

最
大
の
配
慮
を
し
た
と
い
う
。

　

２
人
の
作
業
員
に
対
し
て
も
住
人
に

あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
を
す
る
こ
と
を
徹

底
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
ク
レ
ー
ム
が

出
る
こ
と
も
な
く
、
工
事
は
完
了
し
た
。

近隣対策も
大切ね

騒音対策は
万全でした
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搬入

マ
ン
シ
ョ
ン
編

step1
Aha!

1

検討開始
▼

見積もり

step2
AGREE

2

仕様確定
▼

住民総会

step3
DO

3

工事準備
▼

工 事

step4
CHECK

4

納 品
▼

フォロー

introduction
イントロ
ダクション

昇
降
路
内
に
ガ
イ
ド
レ
ー

ル
を
取
り
付
け
た
後
、
配

線
を
行
い
、
制
御
盤
な
ど

の
機
器
類
を
取
り
付
け
る
。

今
回
は
マ
シ
ン
ル
ー
ム
レ

ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
の

で
、
昇
降
路
上
部
の
モ
ー

タ
ー
と
制
御
盤
に
電
気
を

供
給
す
る
配
線
工
事
も

行
っ
た
。

●
昇
降
路
配
線
・

 
機
器
取
り
付
け

●
搬
入

資
材
は
２
回
に
分
け
て
搬

入
。
マ
ン
シ
ョ
ン
ま
で
の

道
路
が
狭
く
、
２
ト
ン
車

を
数
台
使
用
。
近
隣
住
人

に
も
あ
い
さ
つ
し
、
了
解

を
得
る
。
資
材
置
き
場
は

敷
地
内
に
あ
っ
た
広
場
を

利
用
。
作
業
現
場
へ
の
搬

入
は
住
人
の
導
線
と
重
な

る
た
め
、
警
備
員
を
配
備

し
て
誘
導
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
全
停
止
期
間

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
部
分
運
転
期
間

工事では作業員の喫煙や
大声が問題になることが
多い。あいさつ、身だし
なみは大切ですね

エレベーター工事工程表

制御盤が薄くなり、
昇降路の中に
おさまりました

エレベーター
解体工事

エレベーター
据付工事

エレベーター
付帯工事



工事の方も
とても丁寧に作業
してくれました

お
引
き
渡
し

13（日）14（月）15（火）16（水）17（木）18（金）19（土）20（日）21（月）22（火）23（水）24（木）25（金）26（土）27（日）28（月） 26（土）27（日） 13（日）19（土）20（日）

17 　2011　Vol.27

搬入

昇降路配線・機器取り付け

かご組立・ロープ掛け

次号は「マンション編 step4 CHECK」です。
ご期待ください。

●
か
ご
組
立

か
ご
室
の
材
料
と
な
る
鋼

板
を
分
解
し
た
状
態
で
運

び
込
み
、
昇
降
路
の
中
で

組
み
立
て
る
。
ロ
ー
プ
を

か
け
て
、か
ご
回
り
の
配
線

を
行
う
。

次号、ついに

ピカピカの

エレベーターが

お目見えするよ！

高齢者の多いマンションで
は工期短縮が大きな課題。
今回の工事はタイトなスケ
ジュールでがんばりましたね

機械室がいらなく
なったわね！

巻上機も昇降路の
天井隅に収まる
大きさになりました
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バリアフリーでいつまでも
快適なトイレを

連載●安全・安心を科学する
トイレの安全・安心を考える

家のなかで一人になれる、必要不可欠な空間であるトイレ。
自分だけの場所であるからこそ、かえって困ることもある。

今回は、そんなトイレのバリアフリーについて考えてみよう！

本
格
化
す
る

高
齢
化
社
会

　

団
塊
の
世
代
が
次
々

と
仕
事
の
第
一
線
か
ら

退
き
、
超
高
齢
社
会
も

い
よ
い
よ
本
格
化
し
始

め
た
日
本
。
お
じ
い
さ

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
あ

る
い
は
身
体
の
不
自
由

な
方
が
い
る
家
で
あ
れ

ば
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
は
す
で

に
整
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
ば
り
ば
り
と
元

気
で
働
い
て
き
た
人
た
ち
に
と
っ

て
は
、
そ
ろ
そ
ろ
お
と
ろ
え
を
感

じ
始
め
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ

ほ
ど
自
分
た
ち
の
身
体
が
思
う
よ

う
に
な
ら
な
く
な
る
─
な
ど
と

は
、
な
か
な
か
考
え
に
く
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
遅
か
れ
早
か
れ
、

老
い
は
誰
に
で
も
や
っ
て
く
る
も

の
。
そ
ん
な
将
来
に
備
え
て
、
家

の
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
何
故
ト
イ

レ
？　

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
家
全
体
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
は
望
ま
し

い
が
、
と
く
に
ト
イ
レ
は
特
殊
な

場
所
で
あ
る
。
他
の
場
所
で
あ
れ

ば
家
の
誰
か
が
介
助
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
、
た
い
て
い
の
こ
と
は
何

と
か
な
る
が
、
ト
イ
レ
と
な
る
と
、

本
人
も
人
に
見
ら
れ
た
く
な
い
と

い
う
意
識
が
働
く
し
、
介
助
す
る

側
も
何
と
な
く
遠
慮
が
ち
に
な
っ

て
し
ま
う
。
ト
イ
レ
は
、
ま
ず
第

一
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
必
要
な
場

所
だ
。

手
洗
い
器
と
手
す
り

　

そ
こ
で
、
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
株
式
会
社
、
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
Ｕ
Ｄ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

グ
ル
ー
プ
の
高
田
雅
子
さ
ん
に
聞

い
て
み
た
。

　
「
私
た
ち
は
い
ま
、
誰
に
で
も

使
い
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
（
＊
注
）を
コ
ン
セ
プ
ト
に
商

品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
便
器
後
ろ
の
タ
ン
ク
上
に
手

洗
器
が
あ
る
タ
イ
プ
は
手
洗
い
を

す
る
時
、
身
体
を
回
転
さ
せ
て
奥

に
あ
る
手
洗
器
に
手
を
伸
ば
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
ご
高

齢
の
方
は
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す

く
な
る
た
め
、
一
歩
ず
つ
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
に
つ
か
ま
っ
て

動
き
な
が
ら
身
体
を
回
転
さ

せ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
手
洗

器
を
別
に
つ
け
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
用
を

足
し
た
後
、
手
洗
い
の
た
め

に
向
き
を
変
え
る
必
要
が
な

く
楽
な
姿
勢
で
手
を
洗
う
事

が
で
き
ま
す
」

　

身
体
の
自
由
が
利
か
な
く

な
っ
て
く
る
と
、
若
い
と
き

に
は
簡
単
に
で
き
た
こ
と
で

も
、
結
構
た
い
へ
ん
な
作
業

に
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
の
な
か
に
手
す

り
を
設
け
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　
「
高
齢
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も

足
腰
が
弱
っ
て
く
る
の
で
、
手
で

身
体
を
支
え
る
も
の
が
あ
る
と
、

動
き
が
楽
に
な
り
ま
す
。
手
す
り

と
い
う
選
択
も
あ
り
ま
す
が
、
最

近
は
一
見
す
る
と
棚
の
よ
う
な
状

態
の
も
の
で
、お
花
や
小
物
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
六
十
歳
代
く
ら
い

で
す
と
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
手
す
り

と
い
っ
て
も
「
い
や
、
ま
だ
必
要

が
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

こ
れ
で
す
と
、
手
す
り
と
い
う
感

覚
で
は
な
く
、
イ
ン
テ
リ
ア
の
一

部
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
で
も
、実
際
に
つ
け
て
み
る
と
、

立
ち
上
が
る
と
き
の
膝
や
腰
へ
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
て
楽
に
感
じ
ら

れ
る
は
ず
で
す
」

　

も
し
、
そ
ろ
そ
ろ
お
住
ま
い
の
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リ
フ
ォ
ー
ム
を
と
考
え
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
知

っ
て
お
く
と
業
者
に
頼
む
と
き
の

参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

よ
り
高
齢
化
が
進
ん
だ
ら

　

こ
こ
ま
で
は
、
あ
る
程
度
高
齢

化
し
た
ら
と
い
う
話
だ
が
、
で
は

も
っ
と
加
齢
が
進
み
、
身
体
の
衰

え
が
進
ん
だ
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い

だ
ろ
う
か
。
年
齢
が
加
わ
れ
ば
病

気
に
も
な
り
や
す
く
な
る
し
、
あ

ち
こ
ち
故
障
も
出
て
く
る
。
そ
の

場
合
は
、
リ
フ
ト
の
付
い
た
ト
イ

レ
に
替
え
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。

ト
イ
レ
で
辛
い
の
は
立
ち
上
が
る

と
き
の
動
作
だ
が
、
手
す
り
に
頼

る
こ
と
さ
え
も
難
し
い
と
い
う
人

も
い
る
。
リ
フ
ト
付
き
の
ト
イ
レ

は
、
こ
の
動
作
を
助
け
て
く
れ
る
。

手
許
の
ボ
タ
ン
を
操
作
す
る
こ
と

で
、
便
座
が
自
動
で
動
い
て
く
れ

る
の
だ
。
移
動
方
向
は
斜
め
と
上

下
の
２
種
類
。
斜
め
の
動
作
は
ち

ょ
う
ど
お
尻
を
背
後
か
ら
押
し
上

げ
て
く
れ
る
形
に
な
り
、
上
下
の

場
合
は
、
便
座
が
上
に
持
ち
上
が

っ
て
く
れ
る
の
で
、
高
い
位
置
か

ら
楽
に
立
て
る
よ
う
に
な
る
（
１

台
で
ど
ち
ら
の
動
作
も
可
能
だ
が
、
切

り
替
え
は
業
者
に
や
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
の
で
、
設
置
の
際
に
ど
ち

ら
か
に
セ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
）。

　

手
す
り
な
ど
の
場
合
も
そ
う
だ

が
、
リ
フ
ト
付
き
の
ト
イ
レ
は
介

護
保
険
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
も
し
認
定
を
受
け
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
介
護
保
険
制
度
を
利

用
す
る
と
ず
っ
と
安
価
で
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

長
年
必
死
で
働
き
、
や
っ
と
仕

事
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
由
な
時
間

を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
老
後
。

し
っ
か
り
と
し
た
老
後
の
対
策

を
し
て
、
で
き
る
だ
け
愉
し
い

時
間
を
過
ご
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
、ま
ず
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
か
ら
考
え
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

＊
注
：
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン

１
９
８
５
年
、ア
メ
リ
カ
の
ロ
ナ
ル
ド
・
メ
イ
ズ

が
提
唱
し
た
も
の
で
、
性
差
、
年
齢
、
国
籍
、

言
語
、
文
化
等
に
左
右
さ
れ
ず
、
誰
も
が
利
用

で
き
る
デ
ザ
イ
ン
を
指
す
。
最
近
は
多
く
の
メ

ー
カ
ー
が
こ
の
考
え
に
賛
同
し
、
も
の
づ
く
り

に
採
用
し
て
い
る
。

知っておきたい
トイレの節電・節水

　2011　Vol.27

　東日本大震災以降、節電意識が高
まっている。トイレの節電も大切な
一つだ。まず見直したいのが温水洗浄
便座の温度設定。最初に一度設定して
しまうとそのまま忘れてしまいがちだ
が、どのタイプでも温度設定を選べる
ので、これを下げて調節するとよい。
夏場なら切っておくのもよいだろう。
暖房便座の場合も同様である。また
便座の蓋は、自動で開閉できるものは
よいが、そうでないタイプは、用を済
ませたあと開けっ放しにせず、閉めて
おいた方がよい。それだけで便座の保
温効果を高めることができるからだ。
　では節水についてはどうだろう。海
外ではトイレを流す水の量に規制がか
かっている国も多い。いまは６リット
ルというのがグローバル・スタンダー
ドとされているが、アメリカの一部で
は、4.8リットルという地域もあって、
これが次のグローバル・スタンダード
となるだろうと言われている。
　便器は丈夫なので、一回設置してし
まうと、よほどのことがない限り、数
十年間替えることがない。そのため日
本の場合、古いものだと13リットル
のタイプを使っている家も多い。海外
では水資源の問題から、トイレを流す
水量に規制がある国も少なくない。日
本では現段階で規制はないが、メーカ
ー側ではより少ないエネルギーで確実
に洗浄できるよう研究開発に取り組ん
でいる。節水を考えるのであれば、新
しい便器に替えることをお勧めした
い。新しいタイプは掃除もずっと楽に
なっている。

手すりやリフト付きトイレなど、トイレの
バリアフリー機器には介護保険の対象にな
っているものも多い。

トイレの節電・節水も知っておくと、
安全・安心。間違った知識はかえって
悲惨な結果となりかねない。

リフト付きトイレ



　

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ロ
ジ
ェ
・

カ
イ
ヨ
ワ
は
『
遊
び
と
人
間
』
と
い

う
本
の
な
か
で
、
遊
び
の
要
素
を
ア

ゴ
ン
（
競
争
）・
ア
レ
ア
（
運
）・
ミ

ミ
ク
リ
（
模
擬
）・
イ
リ
ン
ク
ス
（
め

ま
い
）
の
4
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

こ
れ
を
遊
園
地
に
当
て
は
め
て
み
る

と
、
最
近
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の

ケ
ー
ス
な
ど
で
は
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ

ス
を
は
じ
め
と
す
る
お
な
じ
み
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
園
内
の
あ
ち
こ
ち
に

出
現
し
て
入
園
者
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
と
い
う
点
で
は
、仮
面（
マ
ス
ク
）

を
つ
け
て
別
の
人
物
に
な
り
か
わ
る

ミ
ミ
ク
リ
の
要
素
が
増
え
て
き
て
い

る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。　
　

　

し
か
し
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
遊

園
地
で
そ
の
最
も
大
き
な
要
素
を
占

め
て
い
る
の
は
、
イ
リ
ン
ク
ス
で
あ

ろ
う
。
退
屈
な
日
々
の
生
活
を
し
ば

し
忘
れ
て
、
別
世
界
の
な
か
で
羽
根

を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
ま
ず
日
常
の

も
の
さ
し
を
狂
わ
せ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
、
遊
園
地
に
は
数

多
く
の
回
転
す
る
乗
り
物
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
観
覧
車
、
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ウ
ン
ド
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

な
ど
、
い
ず
れ
も
し
か
り
で
あ
る
。

今
回
取
り
上
げ
た
お
も
ち
ゃ
も
、
そ

う
し
た
遊
園
地
の
回
転
す
る
乗
り
物

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。

　

ゼ
ン
マ
イ
を
巻
く
と
搭
を
中
心
に

し
て
、
三
方
に
配
し
た
シ
ー
ソ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
上
下
に
揺
れ
な
が
ら
ク
ル

ク
ル
と
回
り
出
す
。

　
「
大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
の
初

め
に
か
け
て
作
ら
れ
た
お
も
ち
ゃ
で

す
。
遊
園
地
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

お
も
ち
ゃ
と
し
て
も
特
に
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
遊
園
地
は
あ
り
ま

し
た
が
、
数
は
そ
う
多
く
な
い
。
こ

う
い
う
お
も
ち
ゃ
で
、
遊
園
地
へ
の

思
い
を
馳
せ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
」（
北
原
氏
）

　

安
全
面
か
ら
考
え
る
と
、
お
そ
ら

く
は
実
際
の
遊
園
地
に
あ
っ
た
と
は

思
わ
れ
な
い
が
、
座
席
部
分
に
シ
ー

ソ
ー
が
使
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、

単
に
回
転
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
も

う
ひ
と
工
夫
加
え
て
、
こ
ん
な
乗
り

物
が
あ
っ
た
ら
面
白
い
の
で
は
？

と
い
う
製
作
者
の
遊
び
心
が
感
じ

ら
れ
て
、
つ
い
引
き
込
ま
れ
て
し
ま

う
。（
資
料
提
供
：
北
原
照
久
）

資
料
提
供
：
横
浜
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
博
物
館

回
転
ブ
ラ
ン
コ

（
1
9
2
0
年
代
：
ブ
リ
キ
、
日
本
製
）

横
浜
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
博
物
館

館
長
　北
原 

照
久
氏

世
界
が
傾
ぐ
、

非
日
常
を
体
感
す
る
遊
具

現在も浅草にある遊園地「花屋敷」は、植木屋・森田六三郎が、1853（嘉永6年）
に開いた庭園にルーツを持ち、その後、動物園的要素を取り入れたりして遊園地
へと変っていく。面白いことに、著名なジャーナリストである長谷川如是閑の父
が、一時経営を引き継いだ時期があり、中学時代の如是閑は花屋敷に住んでいたと、
自伝に書いている。




